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抽出液から酵素を精製した。得られた酵素は約44 kDaのモノマー酵素であり、至適pHは 4.5 前後、活




















               審   査   の   要   旨 
 
 家畜・家禽養殖のみならず、水産養殖の効率化にも寄与しうるフィターゼ産生微生物を、それまで他
の研究者がほとんど検索対象としていなかった水圏から分離したことは興味深い。さらに、その生産株
と酵素の諸性質、遺伝子構造を明らかにし、既知のフィターゼとの生物学的・生化学的相違、すなわち
新規性の高さを明らかにしたと共に、実用に供しうる可能性も示したことは高く評価される。 
平成２７年１月２１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
